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【手続補正書】
【提出日】平成22年6月17日(2010.6.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　G. Ahmedova ら、Eurasian Chem. Tech. J. 2 (2000)、第１５７～１６０頁には、ＢＦ

３・Ｏ(Ｃ２Ｈ５)２触媒を用いて、グリシジルメタクリレート（ＧＭＡ）とプロピレンオ
キシド（ＰＯ）をカチオン重合することが記載されている。得られるペンダントメタクリ
レート含有ポリマーは、３７０～６００の数平均分子量（Ｍｎ）、５４０～１０５０の重
量平均分子量（Ｍｗ）及び１．５～１．８の多分散度（分子量分布）を有する。出発化合
物を使用することは開示されておらず、また、メタクリレート含有ポリマーの分子量及び
官能価を制御する方法についての指針も記載されておらず、メタクリレート含有ポリマー
について末端基の種類又は官能価は示されていない。さらに、Ahmedova らのポリマーは
、７５～８４％の収率で製造されたのであり、これは、１６～２５％の残留モノマー（Ｐ
Ｏ及びＧＭＡ）に相当する。これらのモノマーは、その毒性の故に、衛生化学の面から、
放射線硬化塗料で使用する前に、ポリマーから除去する必要がある。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　本発明のペンダント（メタ）アクリレート含有ポリエーテルモノオール又はポリオール
は、比較的低い粘度を有しているので、多くの場合、同じ粘度にするために、従来技術の
アクリレート化オリゴマーに比べ、少量の反応性希釈剤しか必要でない。ある場合には、
塗料の分野の当業者に知られているように、非反応性希釈剤、例えば、アセテート、酢酸
ブチル、メタノール、又は塗料技術で使用される他の非反応性希釈剤又は溶媒が望ましい
。
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